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は

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア
リ
テ

ィ

と

呼
ば
れ
る

領
域
で

は
、

そ

の
．
60

津

《
o
β

撃

ω

Φ

罵、．

や
．．

切
叫

畠

8
昌

畧
霞
o ．．

と
い

っ

た

精
神
が

着
目
さ

れ

る

こ

と

が

多

い
。

し
か

し
、

各
種
テ

ク
ノ

ロ

ジ

ー
と

の

融
合
を

標
榜

す
る

集
団
も

ま

た、

連
綿
と

存
在
し
て

い

る

こ

と
が

指
摘
出
来
る
だ
ろ

う
。

今
日、

リ
ッ

ク
ラ

イ
ダ
ー

ら

が
イ
ン

タ

ー
ネ
ッ

ト
に

求
め
た

「

共

通
の

関
心
に

基
づ

く

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ
」

の

構
築
は

実
現
し
て

い

る
。

そ
の

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

の

凝

集
性
は

伝
統
宗
教
の

そ

れ
に

較
べ

る
べ

く
も
な

い

か

も
知
れ

な
い

が
、

宗

教
の

周
縁
に

位
置
す
る

人
々

を

緩
慢
に

取
り
込
む
だ
け
の

イ

ン

フ

ラ

を

備

え
て

い

る

と

言
え
よ
う

。

そ
れ
が
宗

教
実
践
を
行
う

環
境
と

な

る

か

は

未

知

数
で

あ
る

が
、

現

実
地
理
的
な
空

閲
と

CMC

空

間
と

の

境
界
が

融
解

し
つ

つ

あ
る

現
在、

注
目
す
べ

き
対

象
と

言
い

得
る
だ

ろ

う
。

宗
教
の

社
会
貢
献
の

領
域
と

形
態

稲

場

圭

　
信

　
宗
教
の

社
会
貢
献
に

は

長
い

歴
史
が

あ
る

。

日

本
に

お

い

て

は
、

古
代

に

は、

皇
族

、

地
方
官
吏、

豪

族
な
ど

に

よ
る

弱
者
へ

の

救
済
活
動
が

あ

っ

た
が、

仏
教
を
基

盤
と

し
た

救
済
活
動
も
存

在
し
た

。

身
寄
り
の

な
い

貧
窮
の

病
人
や

孤
老
を

収
容
す
る

救
護
施
設
と
し
て

聖
徳
太
子
や

光

明
皇

后
が

設
け
た

悲
田
院
や

施
薬
院
が

仏
教
の

慈
悲
を
も
と

に

し

た

慈
善
事
業

と

し
て

知
ら

れ
て

い

る
。

奈
良
時
代
の

行
基
の

公

共

事
業

も

有
名
で

あ

る
。

中
世
で

は
、

永
観
を
は

じ
め

と

す
る
平
安

末
期
の

浄
土
教
の

聖
た
ち

の

社
会
奉
仕
活
動
が

あ
っ

た
。

近
代
に

お

け
る

慈
善
事
業
は

、

感
化

救
済

事
業
を

経
て

近
代
社
会
事
業
へ

と

発
展
し

た

（

一

八

八

〇
年、

YMCA

日

本
で

設
立

、

一

八
八

七

年
、

キ
リ
ス

ト

者
石
井

十
次
が

岡
山
孤

児
院
を

設
立、

一

八

九
七
年
片
山

潜
が

東
京
に

キ

ン

グ
ス

レ

i
館
を
設
立
し
セ

ツ

ル

メ

ン

ト

運
動、

一

九
二

〇
年、

賀
川
豊

彦
が
生

活
協

同
組
合
を
設
立）

。

　
こ

の

よ

う
に

、

宗
教
は

確
か

に

社
会
に

貢

献
し

て

い

る
。

そ

の

内
容

は、

災
害
時
救
援
活
動、

発
展
途
上

国
支
援
活
動、

平

和
運
動、

環
境
へ

の

取
り

組
み

、

地
域
で

の

奉
仕
活
動、

医
療
・

福
祉
活
動、

教
育
・

文
化

振
興
な
ど

非
常
に

多
岐
に

わ

た

る
。

し

か

し、

宗
教
の

社
会
貢
献
は
、

直

接

的
に

目
に

見
え

る
社

会
的
実

用
性
の

み

か

ら

問
わ

れ
る

も
の

で

は

な

い
。

人

間
と

し
て

生

き

方
、

社
会
の

あ
り

方
を

根

本
か

ら

問
い

直
し
た

り、

思
い

や

り

の

精
神
を

滋
養
し

た

り
す
る

こ

と

も
宗
教
の

社
会
的
役
割

で

あ
り、

社
会
貢
献
で

は
な
い

か
。

　
そ

こ

で
、

私
は

、

「

宗

教
の

社
会
貢

献
」

を

「

宗

教

者、

宗

教
団

体、

あ
る
い

は

宗
教
と

関
連
す
る

文

化
や

思
想
な

ど

が
、

社
会
の

様
々

な

領
域

に

お

け

る

問
題
の

解
決
に

寄
与
し

た

り、

人
々

の

生
活
の

質
の

維
持

・

向

上
に

寄

与
し

た

り
す
る
こ

と
」

と

ゆ

る

や
か

に

定
義
し

て

い

る
。

　
宗
教
の

社
会
貢
献
の

領
域
に

関
し

て

は
、

こ

の
一

〇
年
ほ

ど
の

研
究、

さ
ら

に

は、

日

本
経
団
連
に

よ
る

企

業
の

社
会
貢
献
活
動
の

領
域
な
ど
も

参
照

し

な
が

ら、

以

下
の

八
つ

、

す
な

わ
ち

、

 
緊
急

災

害
時

救
援
活

動、

 
発
展
途
上

国
支
援
活
動、

 
人

権
・

多
文

化
共
生
・

平

和
運
動
・

宗
教

間
対

話、

 
環
境
へ

の

取
り

組
み、

 
地
域
で

の

奉
仕
活
動、

 
医

療
・

福
祉
活
動、

 
教
育
・

文

化
振
興
・

人
材
育
成、

 
宗
教
的
儀
礼
・

行
為
・

救

済、

に

分
類
し

て

い

る

（

稲
場
圭

信
・

櫻
井
義
秀
編
著
『

社
会

貢
献

す
る

宗
教
』

世
界
思

想

社、

二

〇

〇
九）
。

さ

ら

に、

 
社
会
教
育

活
動、

 
社
会

奉
仕
活
動

、

 
社
会
事
業
活
動
（
猪
瀬

優
理、

稲
場
・

櫻

（16231531
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井
前
掲
書
所

収
）

や、

 
サ
ー

ビ

ス

系、

 
ア

ク
テ
ィ

ビ

ズ
ム

系
、

 
ダ

イ

ア
ロ

ー
グ
系
（

大
谷
栄
一
、

稲

場
・

櫻
井
前
掲
書
所
収）

に

大
き

く
三

分

類
す
る
こ

と

も

有
効
と

思
わ

れ
る
。

　

社
会
貢
献
の

形

態
と

し

て

は
、

企

業
の

場
合、

 
寄
付、

 
自
主
プ

ロ

グ
ラ

ム
、

 
従

業
員
の

社
会
参．
加
支
援
の

分
類
が
一

般
的
で

あ
る

。

こ

の

活
動
主

体
に

よ

る

形
態
の

分
類
に

、

活
動
場
所、

活
動
頻
度

、

活
動

対
象

を

い

れ
て

、

包
括
的
に

、

宗
教

団
体
に

よ

る
社
会

貢
献
活
動
の

形
態
を

整

理

す

る
と

以

下
の

よ

う
に

な

る
。

 
場
所
h

教
団

施
設

内

／
教
団
施
設

外、

 
頻
度
”

継
続

／
要

請
に

応
じ

て

／
緊
急
災
害
時

、

 
主

体
凵

教

団

／
外
部
組
織
と

共

同
／
外
部
組
織
を

支
援
（
資
金

的

援
助）
、

 
対

象
冖

教
団
内
の

人
／

教
団
外
の

人
／

社
会
一

般。

　

ピ

エ

ー

ル
・

ブ
ル

デ
ュ

ー

は
、

か

つ

て

「

学
者
が

伝
統
的
に

自
己

に

課

し

て

き
た

慎
み

か

ら
脱

却
す
べ

き
で

は
な
い

で

し

ょ

う

か
」 、

「

社
会
参
加

型

の

知
を
生
み

出
す
た
め
に

は、

実
際
に

は

学

問
性
の

規
則
に

従
っ

て

自

律
的
に

研
究
し
な

け
れ
ば

な
り
ま

せ

ん
。

社
会
参
加
を

伴
う
学
問

性
で

あ

る

べ

き

な
の

で

す
」

と

語
っ

た
（
「

研
究
者
の

社
会

参
加
に

向
け

て
」

『

ル

・

モ

ン

ド
・

デ
ィ

プ
ロ

マ

テ

ィ

ー

ク
』

二

〇
〇
二

年
二

月

号）
。

宗

教
の

社
会
貢
献
活

動
研
究
も、

社
会
参
加
を

伴
う
学
問

性
で

あ
り

た

い
。

そ
し

て
、

そ
の

社
会
参
加
の

あ
り

方
は

多
様
で

あ
り
た
い

。

　
「

宗
教
の

社
会

貢
献

活

動

研
究
プ

ロ

ジ
ェ

ク

ト
」

（

げ

茸

罰
＼

＼

需

皀

菩凶
F

宮
p。

ヤ
巳
h

亳
bo

筥
＼

ω

o

曽
＼）

社
会
的
宗
教
と

他
界
的
宗
教
へ

の

序
章

　

　
　

　

ケ

ン
・

ウ
ィ

ル

バ

ー

論
か

ら

ー
−

ー
津

城

寛

文

　

宗
教
学
も

、

他
の

諸
学
と

同
様、

さ
ま

ざ
ま

な

下

位
分

野
に

分
か

れ

て
、

そ
れ
ぞ
れ

の

個
別
研
究
が

行
な
わ

れ
て

い

る
。

研
究
環
境
の

風
通
し

を

良
く
す
る

に

は
、

研
究
方
法
も

対
象
も

様
々

で

あ
る

こ

と

を
確
認
す
る

の

が

有
効
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な

自
他
の

反
省
を

高
め

る

た
め
に

は、

で

き

る

だ

け
多
様
で

多
層
な

ビ

ジ
ョ

ン

を
、

作
業
の

出
発
点
に

組
み

込
ん

で

お

く

必
要
が

あ
り、

後
期
・

ウ

ィ

ル

バ

ー

の

四
象
限
図
は、

そ
の

た
め

の

有
力
な
一

つ

に

な

り

得
る

。

　
ウ
ィ

ル

バ

ー
の

四

象
限
図
に

は、

近
現

代
（
一

部、

古
代）

の

著
名
な

思
想
や

学
説
が
、

そ
れ
ぞ

れ

限
定
さ

れ

た

射
程
で

も
っ

ぱ
ら

有
効
で

あ
る

こ

と

が

図

示
さ

れ

て

お

り
、

縦
軸
の

上

方
向
を
「

個
人
的
」 、

下
方

向
を

「

集
団
的
」

、

横
軸
の

左
側
を
「

内
面
」

「

解
釈
（

学）

的
」

「

意

識
」

、

右
側

を
「

外
面
」

「

独
白
的
」

「

経
験
的、

実
証
的
」

「

形
式
」

、

と

指
示
し

て

い

る
。

　
宗
教
研

究
の

射
程
確
認
の

た
め
に、

こ

の

よ

う
な

見
方
が

ど

う

有
効
な

の

か
、

例
と

し
て

ベ

ラ

ー

批
判
を

見
る

と、

ベ

ラ

ー

は、

「

左
下

象
限
と

そ

の

主

要
な

二

つ

の

レ

ベ

ル
、

そ

し

て

各
レ

ベ

ル

で

の

主
要
な

二

つ

の

タ

イ

プ
に

焦
点
を

合
わ

せ

て

い

る
」

と

位
置
付
け
ら
れ

る
。

　
『

構
造
と

し

て

の

神
』

の

第
七

章、

「

今
目
の

宗
教
社
会
学
」

の

要
点
は

、

「

本
格
的
な

宗
教
」

と

「

合
法
的
な

宗
教
」

の

区
別
に

あ

り、

多
く
の

宗

532（1624）
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